
母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川母 な る 芝 川
― 川 口 を つ ら ぬ く 川 ―― 川 口 を つ ら ぬ く 川 ―― 川 口 を つ ら ぬ く 川 ―― 川 口 を つ ら ぬ く 川 ―― 川 口 を つ ら ぬ く 川 ―

観覧時間：9時30分～16時30分（入館は午後16時まで）　休館日：月曜日　主催：川口市教育委員会　協力：埼玉高速鉄道
2017 年10月28日  土    ―12月27日  水 郷土資料館川口市立文化財センター分館
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川口をつらぬく芝川

芝
し ば

川
か わ

ってどんな川？
芝川は、埼玉県桶川市の大宮台地の谷間を水源としてはじまり、流域を北西から南東に向かっ

て流れながら、川口市内の芝川水門において荒川と合流する全長40.4kmの河川です。
流域は大きく上・中・下流の3つに区分されます。上流は、起点の桶川市から上尾市にかけて国

道17号線に並行しながら市街地を南流する区間で、芝川都市下水路と呼ばれる流域です。中流は、
さいたま市見沼区で見沼代用水西

にし

縁
べり

を伏せ越してから浦和区の八
はっ

丁
ちょう

堤
つづみ

まで見沼田
たん

圃
ぼ

を通過する
流域で、ここから先が一級河川の管理区間とされます。下流は、八丁堤以南の川口市をつらぬく
流れで途中、川口オートレース場付近から（旧）芝川と新芝川が一度分流し、芝川水門の手前で再
度合流して荒川へ落ちる河口までの流域をいいます。

市内の主な支流は、芝川の南流する向きから見て右岸（西側）では藤
と

右
う

衛
え

門
もん

川
がわ

、竪
たて

川
かわ

、左岸（東側）
では笹

ささ

根
ね

川
がわ

、永
なが

堀
ほり

川
がわ

があげられます。この他、伊刈排水路や新藤右衛門川などの放水路があり、右
岸では大宮台地の浦和大宮支台と見沼代用水西縁、また左岸では鳩ヶ谷支台と見沼代用水 東

ひがし

縁
べり

から落される用水や生活排水を合わせると、芝川の流域面積は116平方kmになります。

藤右衛門川
さいたま市から流れる全長7.5Kmの一級河川。市境の武蔵野線高
架付近より下流を撮影。

竪川
蕨市との市境付近から流れる全長3.4Kmの一級河川。上流から川
口市立川口総合高等学校を撮影。

笹根川
西新井宿から流れる全長2.5Km の準用河川。下流からグリーンセ
ンター駐車場方面を撮影。

永堀川
坂下町の見沼代用水東縁から流れる全長1.2Kmの準用河川。里に
て下流を撮影（現在は暗渠）。

※一級河川は国、二級河川は都道府県が管理する河川のこと。準用河川は市町村が河川法を準用させて管理する河川のこと。
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芝川流域図

綾瀬川綾瀬川

川
芝

川
芝
新

川
芝
旧

川
緑

川
目
笹

川川
沼
鴻

川
鴨

川
荒

路路
水
放
川
鴨

川
岸
河
新

黒目川

芝川芝川芝川
第一調整池第一調整池第一調整池

藤右衛門川

原市沼川原市沼川原市沼川

川
瀬
綾

川
中

川
荒
元

隼人堀川隼人堀川隼人堀川隼人堀川

東武動物公園東武動物公園

西川口

竪川

菖蒲川

文化財センター

毛長川

東川口東川口

☆

大宮

郷土資料館郷土資料館郷土資料館郷土資料館現在地郷土資料館現在地現在地郷土資料館現在地現在地郷土資料館現在地現在地郷土資料館現在地

０ ３ｋｍ

台地
河川

起点：まなび橋（下流を撮影）

終点：芝川水門（荒川より撮影）

八丁橋（上流を撮影）
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古代の入
い る

間
ま

川
が わ

と芝川の成立ち
芝川の成立ちは、約6000年前の縄文時代に遡ります。現在よりも温暖で海水面が5メートルほ

ど高かったこの時代、台地を除いた現在の川口市域には海が広がっていました。縄文海進がピー
クだったこの頃を境として徐々に海の後退がはじまると、大宮台地から湧き出る小川は、退いて
行く海を追うようにして低地に川筋を伸ばしました。これが芝川の始まりと考えられます。

約5000年前、大宮台地と武蔵野台地との間には現在の埼玉県と群馬県の県境を流れる利根川
が流下し、そこへ荒川が合流する大河が存在しました。芝川はこの太古の利根川に流れこんでい
たと考えられますが、膨大な水量をほこった利根川は海岸線の後退にあわせて川口市周辺の低地
に砂州を形成していきました。

約2000年前の弥生時代には、利根川は荒川をともない現在の埼玉県北部あたりに流れを変え、
その跡には支流であった古代の入間川が流れるようになります。古代の入間川は太古の利根川が
堆積した砂州に行く手を阻まれ南流することができず、蛇行しながら大宮台地の南端を東西に横
切るかたちで現在の毛

け

長
なが

川
がわ

の川筋を草加市方面へ流れていました。古代の入間川は、土砂を堆積
し沿岸に自

し

然
ぜん

堤
てい

防
ぼう

と呼ばれる微高な土地を形成させ、川床の堆積も進行するようになると本流を
現在の荒川筋へと移していきました。

古代の芝川は、神根・青木地区の境で古代の入間川と合流していましたが、入間川の本流が移る
と入間川が形成した自然堤防に沿って南流をはじめます。芝川は鳩ヶ谷地区で大きく蛇行する流
路はとらず、現在の旧芝川と同様に市内の中央・南平地区の境を流れて入間川（現在の荒川）へ合
流するようになったと考えられます。

鳩ヶ谷町航空写真　昭和8年頃
左側を縦に芝川が流れ、中央を大きく蛇行する古代の入間川跡が
はっきり確認できます。自然堤防上には集落が形成されています。

前川神社正面

前川神社裏
青木地区芝川右岸の「前川」の地名は、かつて付近を荒川筋にあたる
川が流れていたことに由来するとされます。

前川神社はもともと上流の文蔵（さいたま市浦和区）にありました
が、洪水によって流され、せき止められた当地に鎮座したと伝えま
す。神社は自然堤防際に位置しており、境内裏と芝川堤防との間に
は高低差があることが確認できます。
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芝
し ば

川
か わ

堤
つづみ

を行きかう人々
河川の堤防は洪水から人や田畑を守るために土砂を積み上げ築かれますが、河川が自然に土砂

を堆積してできた微高地を自然堤防といいます。台地から低地にも居住地を広げていった人々は、
まず自然堤防上に集落をつくり、しだいに人工の堤防を築くことでさらに生活範囲を拡大してい
きました。

低湿地に比べ堤防上は安全な道として利用され、武士、商人、旅人など様々な人々が行きかい、
交流する場になりました。中世、川口市内には鎌

かま

倉
くら

街
かい

道
どう

中
なかつ

道
みち

と呼ばれる鎌倉と奥州（東北地方）
を結ぶ幹線道路が通っていましたが、川口から鳩ヶ谷にいたる低地では芝川堤が街道として利用
されました。どの地点で鎌倉街道中道の道筋が芝川の右岸（西側）から左岸（東側）へ渡っていた
かなど正確なルートは確定していませんが、15 ～ 16世紀頃、両岸には右岸に「青

あお

木
き

」、左岸に「鳩
谷之里

さと

」の市場が開かれており、関連が指摘されています。また、芝川沿岸地域での市場の成立か
らすでに芝川の舟運が賑わっていた様子が想像されます。

近世になると鎌倉街道中道は日
にっ

光
こう

御
お

成
なり

道
みち

として再編され、徳川将軍家が日光へ参拝する道とな
りました。川口宿と鳩ヶ谷宿を往来するにあたり、当初は新

しん

街
かい

道
どう

と称される国道122号線（上之
橋～鳩ヶ谷変電所）の直線ルートではなく、史料や伝承から主に芝川堤の左岸が道筋であったこ
とがわかっています。日光御成道が芝川堤から新街道を通るルートに変わった後も、芝川堤は道
標が置かれるなど地域の生活道路として利用され続け、現在でも自動車や人々が行きかっていま
す。

■　芝川堤を通った有名人
治承   4年（1180） 源義経、奥州より頼朝挙兵に合流するため小川口から入間川を渡る。（『義経記』）

文治   5年（1189） 源頼朝、鎌倉より奥州藤原氏を征伐するため中路（中道）を進軍する。（『吾妻鏡』）

天正13年（1585） 北条氏政、江戸城から岩付城へ大名行列を行う。（『北条氏政印判状』）

慶長   5年（1600） 徳川家康、江戸より奥州会津の上杉氏を征伐する途上、鳩ヶ谷に宿泊する。（『玉露叢』）

中世の市場と鎌倉街道中道※川筋は現在の流路を用いています

庚申塔の道標（市指定文化財）
天保7年（1836）

天保7年（1836）に前田村の芝川堤に建立され
た庚申塔の道標（市指定文化財）。「東西新井みち、
西戸田みち、南川口みち、北前川みち」と刻まれ
ています。（鳩ヶ谷緑町１丁目）

庚申塔の道標　文政11年（1828）
文政11年（1828）に元郷村の芝川堤に建立さ
れた庚申塔の道標。「東舎〔人〕」と刻まれており、
剥落が多いものの痕跡から西は戸田、南は千住
であると推測されます。（元郷１丁目）

瀬
川

芝

神根

戸塚

安行

新郷

青木

南平
横曽根

鳩ヶ谷

足立区

蕨市

戸田市

さいたま市

芝

芝

新

毛毛

草加市

荒　川

綾

長
川

川

川■沖積低地　
■洪積台地　
■自然堤防

3㎞

○青木の市

○里の市

鳩ヶ谷郷芝郷

十二月田郷

谷古宇郷

　
　
　
　
　
　
鎌
　
倉
　
街
　
道
　
中
　
道

　
　
　
　
　
　
鎌
　
倉
　
街
　
道
　
中
　
道
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古
ふ る

芝
し ば

川
か わ

の流路と源流
中世、村々をまとめた一定の単位として「郷

ごう

」が用いられました。芝村（概ね現在の芝地区）を
中心とした地域は「芝郷」と呼ばれ、芝郷に属した村は史料によって、北は台地上にかかる大

おお

牧
まき

（さ
いたま市）から、南は台地先の上青木（川口市）・蕨（蕨市）の低地の村々が確認されています。開
発が進んでいない当時の芝川流域は見沼等の沼

しょう

沢
たく

地
ち

の境もあいまいでしたが、芝郷の位置する浦
和大宮支

し

台
だい

から流れ出た複数の小川は、郷内の低地で合流して一筋の流れとなり、遅くとも江戸
時代前期にはその流れを芝川と呼んでいたと考えられます。

寛永6年（1629）、幕府代官（関東郡代）・伊
い

奈
な

忠
ただ

治
はる

によって大宮台地の支台同士が最も狭まった
位置に８町（約900ｍ）の長さを持つ締切堤が築かれ、見

み

沼
ぬま

溜
ため

井
い

（深さ約1 ～ 3ｍのダム）が造成
されます。八

はっ

丁
ちょう

堤
つづみ

（八町堤）と称されるこの堤によって見沼が区切られたことで、木
き

曽
ぞ

呂
ろ

（川口
市木曽呂）等の八丁堤以南の湿地帯は干拓され、また堤の両端からは溜井の東縁・西縁の用水路が
引かれ、市域の新田開発が大きく進展しました。

江戸時代前期の芝川は、芝地区の上
うわ

谷
や

沼
ぬま

を源流としており、第二産業道路に架かる柳
やな

根
ね

橋
ばし

付近
から上流に水路は存在せず、開発によって整備された小川（明

みょう

花
ばな

落
おとし

、谷
や

中
なか

落
おとし

）を合流しながら、現
在の芝川筋よりも西側を自然堤防に沿うようにして流れていました。享保13年（1728）に開削・
整備される芝川に対して「古芝川」と呼ばれるこの河川は、明治時代の耕地整理によって網代橋脇
に伊刈排水路が開削され下流が分断されます。この時から、上流は赤

あか

堀
ぼり

排
はい

水
すい

を合流後に芝川へ落
ちるようになり「藤右衛門川」と呼ばれるようになりました。一方、芝川と並行して流れていた下
流は次第に埋立て、暗

あん

渠
きょ

化が進み、現在は古芝川緑道と芝川に落ちる樋門に名残を見るだけとなっ
ています。

明花落

古芝川樋門

谷中落

八丁堤（見沼溜井の堰堤）

古芝川緑道江戸時代前期の芝川流域図

荒川

( 古 ) 芝川

　
日
　
光
　
御
　
成
　
道

　
日
　
光
　
御
　
成
　
道

赤　山
　街　道　大

　

　

赤　山
　街　道　大

　

　

　
古
　
道
　
筋

　
古
　
道
　
筋

見沼溜井

八丁堤

上谷沼溜井

鳩ヶ谷宿

南浦和南浦和

東浦和東浦和

０ 2.5ｋｍ

台地
河川
自然堤防

街道

東川口

戸塚安行

新井宿

南鳩ヶ谷

川口

西川口

川口元郷

蕨

川口元郷

南鳩ヶ谷

鳩ヶ谷鳩ヶ谷

川口宿

赤 山 街 道
大
宮

道

赤 山 街 道
大
宮

道
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享
きょう

保
ほ う

改革と芝川の大改修
江戸幕府が開かれてから100年余りが経過すると、江戸幕府8代将軍・徳川吉宗の手により様々

な改革が実施されます。享保の改革のなかでも、川口市内の村々に最も影響を与えたのが、享保
12年（1727）に幕府の財政再建を目的として着工された勘定吟味役・井

い

澤
ざわ

弥
や

惣
そ

兵
べ

衛
え

による見沼新
田の開発です。

見沼新田の造成にあたり、見沼溜井を締め切っていた八丁堤は切り開かれ、見沼を干拓する必
要から沼の中央最底部には悪

あく

水
すい

（排水）を流す中
なか

悪
あく

水
すい

路
ろ

が新設され、見沼溜井の用水の代わりとし
て遠く利根川から見沼代用水が引かれました。この事業に際して芝川は、見沼を代表とする大宮
台地の悪水や使用された見沼代用水を集める排水路として大改修が施されます。八丁堤以南には
幅10間（約18m）程の川筋が拡幅、開削され、新水路は西方寺付近（現在の川口オートレース場よ
り南側）で芝川（古芝川）に接続されました。この時から芝川の名称は、八丁堤より北側から続く
中悪水路をあわせた河川のことを呼ぶようになり、当時は現在の芝川を「新芝川」、別名「見沼中
悪水」と称しました。

享保16年（1731）、八丁堤の北側に沿って「見沼通船堀」が開削されます。通船堀によって台地
の両縁を流れる東西の「見沼代用水」と「見沼中悪水」は接続され、この一連の水路を利用した舟
運を「見沼通船」と呼びました。また同年には、荒川の洪水が逆流するのを防ぎ、水量の調節が可
能となる治水上の目的から芝川と荒川堤防との間には初めて門

もん

樋
ぴ

（水門）が設置されました。こ
のように享保期の芝川は、排水路と舟運路としての役割を併せ持つ河川として大改修が施されま
した。

享保期に開削された柳根橋より上流の芝川

井澤弥惣兵衛（1654-1738）
さいたま市見沼自然公園

見沼通船堀閘門開閉実演　平成25年撮影

川口神社の神鏡（市指定文化財）
門樋完成を祝い奉納された神鏡

水門のあった門樋橋
門樋は荒川堤・芝川の交差地にありましたが、安
永6年（1777）に損壊し、以降再建されなかった。

舟運：人・物を運んだ船の道



7

見
み

沼
ぬ ま

通
つ う

船
せ ん

と河
か

岸
し

場
ば

現在では耳慣れない「河岸」という言葉をご存知でしょうか。河岸とはいわば川の港のことです。
主に、人・物の揚げ降ろしができるよう整備された船着場を主に指すときは「河岸場」と言います。

享保16年（1731）に始まった見沼通船では、各所に河岸場を設け、芝川河口に位置する川口宿
などの要所には積荷の監視や通船料を徴収する「会

かい

所
しょ

」を設置しました。見沼通船は年貢米を江
戸へ輸送することを最大の目的とし、当時の記録からは、天保4年（1833）には根岸河岸から伊奈
代官所の年貢米768俵を浅草に送っているのが確認されています。

明治維新を迎えると見沼通船の運営は近代化され、17の通船会社からなる見沼通船会社が設立
されました。川口市域では根岸村の第16会社（在

ざい

家
け

橋
ばし

から天
てん

神
じん

橋
ばし

を担当）と川口町の第17会社
（天神橋から芝川河口を担当）がありましたが、しばらくして両会社は廃業したため市内の河岸場
は個々の経営に移っていったと思われます。明治10年代半ばから各地で鉄道開設が始まると、し
だいに代用水側の見沼通船は陰りを見せはじめ、大正時代には通船堀の維持もままならず見沼通
船会社は営業を停止し、昭和時代には見沼代用水を用いた舟運は見られなくなりました。

一方、見沼中悪水（芝川）では用水期間に関係なく通船ができ、河岸場では農業用の肥料、染色
用の石灰・藍

あい

玉
だま

、鋳物用の銑
せん

鉄
てつ

やコークスなど地場産業に必要な物資や生活用品が荷揚げされ、穀
物・野菜・味噌・薪・鋳物などを出荷して賑わいをみせていました。とりわけ川口町付近の河岸場
では、日露戦争による鋳物業の隆盛とあいまって鋳物製品や原料、燃料の取り扱い量が増加し、明
治43年（1910）に川口町駅が開設してからも衰えをみせず、昭和30年代にトラック輸送が普及
するまで依然として舟運は盛んでした。そして、昭和34年（1959）に芝川水門改修後は船の通行
不可との通達によって止めを刺される形となり、ほどなく川口発展の原動力となった河岸場の風
景は見られなくなりました。

1　駄 1　人 位　置 自治体

八丁堤
（ 会 所 ） 70文 45文 右岸 さいたま市

緑区

在家村 69文 45文 右岸 川口市

道合村 69文 45文 左岸 川口市

前川村 66文 41文 右岸 川口市

根岸村 66文 43文 左岸 川口市

里村 63文 41文 左岸 川口市

上青木村 59文 40文 右岸 川口市

辻村 55文 36文 左岸 川口市

下青木村 55文 36文 右岸 川口市

前田村 48文 32文 左岸 川口市

樋爪村 48文 32文 左岸 川口市

十二月田村 48文 32文 左岸 川口市

元郷村 48文 32文 左岸 川口市

川口宿
（ 会 所 ） 48文 32文 右岸 川口市

1　駄 1　人 位　置 自治体

下瓦葺村 115文 74文 ― 上尾市

丸ヶ崎村 112文 70文 左岸 さいたま市
見沼区

深作村 108文 68文 左岸 見沼区

小深作村 105文 67文 右岸 見沼区

風渡野村 104文 66文 右岸 見沼区

門前村 103文 65文 右岸 見沼区

宮下村 101文 65文 左岸 見沼区

膝子村 94文 61文 左岸 見沼区

新染谷村下
（ 会 所） 90文 59文 右岸 見沼区

上野田村 89文 59文 左岸 さいたま市
緑区

辻村 87文 58文 左岸 緑区

大崎村 84文 56文 左岸 緑区

北原村 82文 54文 左岸 緑区

間宮村 81文 54文 左岸 緑区

差間村 77文 50文 左岸 川口市

内野村 75文 49文 左岸 川口市

木曾呂村 70文 47文 左岸 川口市

1　駄 1　人 位　置 自治体

今羽村 116文 75文 右岸 さいたま市
北区

砂村 117文 75文 左岸 北区

本郷村 113文 74文 右岸 北区

上土呂村 111文 73文 ― 北区

下土呂村 109文 73文 右岸 北区

高鼻村 106文 67文 右岸 さいたま市
大宮区

堀内村 104文 67文 右岸 大宮区

上天沼村 102文 65文 右岸 大宮区

下天沼村 100文 63文 右岸 大宮区

北袋村
（ 会 所 ） 93文 61文 右岸 大宮区

上木崎村 91文 59文 右岸 さいたま市
浦和区

下木崎村 89文 58文 右岸 浦和区

山崎村 87文 57文 右岸 さいたま市
緑区

宿組 87文 57文 右岸 緑区

馬場村 86文 57文 右岸 緑区

三室村 86文 57文 右岸 緑区

宮本村 82文 56文 右岸 緑区

松木村 82文 56文 右岸 緑区

芝原村 80文 49文 右岸 緑区

大間木村 73文 49文 右岸 緑区

大牧村 73文 49文 右岸 緑区

１　駄 1　人 位　置 自治体

上平野村
（ 会 所 ） 140文 90文 右岸 蓮田市

駒崎村 133文 85文 左岸 蓮田市

上閏戸村 130文 83文 左岸 蓮田市

中閏戸村 128文 83文 左岸 蓮田市

下閏戸村 125文 80文 左岸 蓮田市

上蓮田村 132文 77文 左岸 蓮田市

下蓮田村 117文 76文 左岸 蓮田市

上瓦葺村
（ 会 所 ） 117文 75文 右岸 上尾市

元荒川

綾
瀬
川

東縁用水路

荒　　川

新河岸川

西縁用
水路

宿
口
川

堤
丁
八

新染谷

　
袋
北

元郷
十二月田

樋爪
前田

辻

里
根岸

下青木

上青木

前川
道合

在家

木曽呂
内野

差間

間宮
北原

大崎

辻

田
野
上

膝子

下
宮風渡野

前
門

大牧
大間木
芝原
松木

宿

馬場 三室

見沼通船堀

宮本崎
山

崎
木
下

　
崎
木
上

下天沼
上天沼
堀ノ内
高鼻

下土呂

本郷
砂

今羽

小深作
深作

丸ケ崎

下蓮田

田
蓮
上

下閏戸
中閏戸
上閏戸

駒ケ崎

柴山伏越

瓦葺掛樋

至　江戸

芝川例
　
凡

河岸場
会　所

0 5 ㎞

葺
瓦
上

野
平
上

芝川

見沼代用水

見沼代用水（西縁）

見沼代用水（東縁）

見沼中悪水（芝川）

表は【江戸・河岸場間の見沼通船運賃一覧】　※黄色は現在の川口市を指す。

出典：第62図天保年間見沼通船掘の概況　『見沼土地改良区史』1988　141御定船賃『見沼土地改良区史資料編』1988
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川
か わ

口
ぐ ち

河
が

岸
し

が支えた鋳物業
川口は芝川河口部にあたり、見沼中悪水（芝川）、見沼通船堀、見沼代用水を用いた見沼通船の

要衝に位置しました。享保16年（1731）に通船堀が完成し、高田・鈴木の両家が経営者（差配役・
船割人）となることで、見沼通船は始まります。沿岸には荷物の積み降ろしを行う河岸場や積荷
を監視する会所が設けられました。川口宿には、芝川が荒川堤を通過した位置（門樋橋脇）に「川
口河岸」（芝川河岸とも）があり、荒川の砂を用いて製造した鍋や釜の日用鋳物を江戸に下ろして
いました。

河岸（川の港）は水上交通の拠点で、陸上交通の拠点である宿
しゅく

駅
えき

と同じような機能を持ち、河
か

岸
し

問
どん

屋
や

がその中心でした。河岸問屋の名古屋市兵衛は、天保2年（1831）から見廻役に任命され近
隣の沿岸部を指導する立場になり、さらに同じ河岸問屋の宇田川金七の跡を継ぎ川口見張所で運

うん

上
じょう

（運送税）を徴収する下請人も務めました。
「川

かわ

口
ぐち

見
み

張
はり

所
しょ

」とは、文政10年（1827）に設置された新設の会所です。この頃、見沼通船の経
営は不振に陥っており、経営側は芝川河口部において厳しい船改めと増し運上金の徴収を強行
します。反発した船頭や沿岸村々は見張所撤廃の嘆願を出し続け争論になりましたが、嘉永3年

（1850）頃に撤廃は実現し、川口を舞台に展開した騒動は落着しました。
川口では、幕末になると幕府や藩から大砲鋳造を請負うようになります。明治維新後、川口河

岸には江戸時代以来の市
いち

兵
べ

衛
え

河
が

岸
し

の他、阿
あ

波
わ

屋
や

河岸、塚
つか

本
もと

河岸、また対岸元郷村上之橋脇の倉
くら

田
た

河
岸など問屋名を冠した河岸場ができ、隆盛する川口鋳物を支えました。鉄道敷設後も重量のある
鋳物製品や燃料、原材料の運搬に舟運は適していたため衰えず、戦前には東京港の延長として川

かわ

口
ぐち

港
こう

構想さえ立ち上がりましたが、トラック輸送が普及するなかで昭和30年代半ばには廃れて
いきました。

芝川の河岸場

回漕店名古屋市兵衛君邸宅
（明治 35 年発行『関八州名士肖像録』）

阿波屋河岸の銑鉄荷揚　昭和初期

倉田河岸

阿波屋河岸

塚本河岸

市兵衛河岸

荒川河川敷

橋
之
上

橋
樋
門

(川口見張所 )
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船・河岸場のくらし
鉄道やトラック輸送の陸上交通に取って代わられるまで、河川を用いた水上交通は各地で盛ん

に行われていました。水上交通の拠点である河岸場は荷物の積み降ろしを行う場所ですが、地域
によっては積荷を差配する河岸問屋を中心に商店、船宿、船大工、船頭、運送業者（車

しゃ

力
りき

・馬
うま

方
かた

）な
どが集まる宿場町のような集落が形成され、船乗りや船の綱を引く人夫は、農間余業の出稼ぎや
無頼漢であったりと、河岸場には普通の農村と異なる世界が広がっていました。

見沼通船の代表的な河岸である八
はっ

丁
ちょう

河
が

岸
し

（さいたま市大間木・下山口新田）は、代用水・通船堀・
中悪水が交差する見沼通船のターミナルで、八丁堤は赤山陣屋（川口市）に至る赤山街道の道筋で
もあり水陸の交通の要衝でした。そうした理由から江戸時代には川口、根岸（安行領根岸）などの
一部を除き、八丁河岸に居を構えていた多くの雇われ船頭が借船に乗って各河岸場に派遣されま
した。市内の河岸場では地域住民との交流があったと推察されます。一例として、網

あ

代
じろ

橋
ばし

近くに
は八丁・山口新田や根岸村の人々が建立した水神社が祀られており、舟運にかかわる人々が船の
安全を祈願していたことでしょう。

大正期の記録によると川口河岸・東京（浅草付近）間の輸送は積み降ろしをふくめ往復で4日か
かっており、上流ではさらに日数がかかったと思われます。見沼通船で使われた船の多くは艜

ひらた

船
ぶね

（約10ｍ余）と呼ばれる底浅の船で、船内にはセジ（世事）という炊事・寝食を行う船室がありま
した。航行中には船唄が歌われ、東

ひがし

内
うち

野
の

（川口市東内野）の船頭が伝えた「千
せん

住
じゅ

節
ぶし

」からは船・河
岸場のくらしがしのばれます。

川口の河岸場で陸揚げした銑鉄を運ぶ車力
明治40年代

芝川に停泊中の艜船　明治40年代
艜船からは船上の生活が垣間見えます。

水神社　弘化２年（1845）
水神・水難供養塔を祀る網代橋近くの水神社

千
　
住
　
節

○
八
丁
出
る
と
き
ゃ
涙
で
出
た
が

　
ど
う
か
ご
無
事
で
暮
ら
し
ゃ
ん
せ

○
船
が
着
い
た
よ
八
丁
の
河
岸
へ

　
早
く
出
て
取
れ
お
も
て
綱

○
千
住
じ
ま
い
は
牛
若
丸
よ

　
下
肥
を
抱
い
た
り
か
か
え
た
り

○
千
住
出
て
か
ら
巻
の
野
ま
で
は

　
棹
も
艪
櫂
も
手
に
つ
か
ず

○
八
丁
山
口
吉
原
通
い

　
前
は
田
ん
ぼ
で
後
ろ
は
土
手
よ

○
八
丁
山
口
は
船
頭
で
暮
ら
す

　
か
か
あ
山
下
で
し
ら
み
取
り

『
川
口
市
史
民
俗
編
』
所
収
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芝川左
さ

岸
が ん

の排水をめぐる争い
芝川は、見沼新田の田畑を潤した見沼代用水や古田（江戸前期に開発した水田）の水を集めて荒

川へ排水することを目的として江戸中期に整備されました。しかし、芝川の排水量には限界があ
り、芝川へ注ぐ支流の悪水（排水）処理をめぐって幾度と無く村々による争論が繰り広げられてき
ました。以下、芝川にかかわる芝川左岸（東側）の争論を紹介します。

治水：探し求めた洪水の行場

里村絵図（個人蔵）
絵図の北側を横に流れるのが見沼代用水東縁。代用水にかかる橋

（的場橋）の脇から3本の水路が分水しており、まん中の水路が里違
悪水です。

江戸時代の鳩ヶ谷地区水利図

道
成
御
光
日

小渕村

浦寺村

中居村

上新田村

安木圦

里違
悪水

辻村川
芝

堤
川
芝

見
沼
代
用
水

通
田
沼

江戸時代の鳩ヶ谷地区水利図

里
さと

違
たがえ

悪
あく

水
すい

（見沼代用水の放水路）
見沼代用水の用水は田畑を潤した後、見沼中

悪水（芝川）に集められ荒川へ排水される仕組
みになっており、両者は密接な関係にありまし
た。普段は恵みをもたらす代用水ですが、大雨
が降ると下流の村々に洪水を引き込んでしまう
ため、対策として現在の鳩ヶ谷地区里には「里
違悪水」と呼ばれる非常用の放水路が設けられ
ていました。

普段は代用水との分岐点に締切堤（長さ10.8
ｍ、高さ1.5ｍ）が築かれているため、洪水時に
堤の1 ／ 3を崩して放水する以外、川筋に水は
ありませんでした。地元の里村と代用水下流

（現在の足立区千住付近まで）の64ケ村は、水
路の土浚いなど日常の手入れや非常時に切崩す
堤の幅をめぐり度々争論を行いました。現在、
里違悪水は永

なが

堀
ほり

川
がわ

と呼ばれ常時通水し、暗渠化
が進んでいます。

沼
ぬま

田
た

通
どおり

（古代の入間川跡地）
芝川の川筋は古代の入間川跡を流れています

が、鳩ヶ谷地区で大きく蛇行する跡を流れるこ
とはなく、沼地が残されました。江戸時代にな
ると鳩ヶ谷地区の村々によって沼地は開発され、
沼田通（沼田・細沼・西沼）は水田に姿を変えます。

沼田通の周囲には堤や排水路が設けられ、芝
川との間は芝川堤によって分断されていまし
た。かつて入間川の川底だった土地の高低は低
く、ひとたび大雨が降ると水田は湖と化し、樋
菅（安

やす

木
き

圦
いり

）から芝川に排水を行うものの排水
不良に苦しみました。そのため、古くは享保14
年（1729）に小

お

渕
ぶち

村の者が辻
つじ

村の堤に大勢押し
寄せ破壊し、番人を縛り上げる強行に及んだほ
か、樋菅の規格などが原因となり近隣の村々で
争論となりました。
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芝川右
う

岸
が ん

の排水をめぐる争い
江戸時代は空前の大開発時代であり、江戸中期にはそれまで遊水地としての役割をもっていた

荒地まですべてが開発しつくされます。村々は、我田引水はさることながら、不要な排水の受け
入れをめぐり他村と争い続け、問題の解決には、近代国家による水系全体を視野に入れた大改修
を待つ必要がありました。以下、芝川にかかわる芝川右岸（西側）の争論を紹介します。

論處橋
「處」は「処」の旧字体。現在の川名は、古芝川と六ヶ所村用水との交差
地点に存在した「藤右衛門圦」（樋菅の名称）が由来と考えられます。

新橋の工事の様子
大正9年の中央道路工事にともなう新橋の工事の様子。左の高い土手
が竪川南堤、右の低い土手が芝村の面した竪川北堤であると思われます。

論所の古芝川堤
昭和57年（1982年）、町名の柳

やなぎ

崎
さき

、伊刈、根
岸の各一部が合併してできた柳

やな

根
ね

町
ちょう

には藤右
衛門川の河口があり、芝川に合流する位置に
論
ろん

處
しょ

橋
ばし

が架かっています。論處橋を境に上流
と下流の村の者の仲が悪く、何かにつけてよ
く言い争ったとの話が伝わりますが、そもそ
も「論處（論所）」とは、争論の場所をいいます。

江戸時代、藤右衛門川の流路は古芝川と呼
ばれ、論處橋先では芝川と合流せず、芝川の
西側を並行して南流していました。古芝川と
芝川の間には古芝川堤が続いていたことから
大雨によって古芝川が増水すると、柳崎や伊
刈などの洪水を受ける村々は現在の論處橋付
近で堤を破壊し、古芝川の洪水を芝川へ排水
しようとしたため、根岸村などの芝川沿岸に
ある村々と度々争いになりました。

竪
たて

川
かわ

（芝村悪水）
芝川右岸の支流・竪川は、芝村悪水や中井

堀という別称があり、立川、龍川、竜川の字を
当て、芝では「たつかわ」と呼んだといいます。
一説には、雨が降った後、急激に水量を増し
た流れは暴れる竜のようで、しばしば人が落
ちて亡くなったことから、竜川の名が起こっ
たといいます。

竪川上流の芝村は、北西が台地で、芝川の
流れる南東側が低く、南の蕨・塚越（蕨市）と
の村境には竪川および両岸に竪川堤、東側に
は六ケ村用水（緑

みどり

川
かわ

）とその堤が築かれてい
ましたが、双方の堤は芝村側が低くなってい
ました。芝村の地形は袋状となり、洪水の行
場は村はずれの竪川から芝川に排水する他あ
りませんでした。しかし、排水量には限界が
あり、下流の村々と堤の高さや、竪川の管理
の仕方をめぐって争論になっていました。
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大正時代の新水路と芝川水門
芝川は江戸時代中頃、大宮台地から流れ出る水を排水することを目的に、その姿を大きく変え

ました。荒川堤防（川口宿・元郷村の境）には芝川の門樋（水門）が設けられていましたが、安
あん

永
えい

6
年（1777）の洪水によって壊れてからは再建されることはありませんでした。水門が無いことは
舟運の面では通船が年中可能となる利点ですが、治水の面ではひとたび大雨が降ると、増水した
荒川の洪水が芝川を逆流することを許し、一方、上流から集まる流水は排水不良となり、川口市内
では芝川が頻繁に氾濫する問題が生じました。まさに前門の虎、後門の狼といった状況です。

明治時代になってからも芝川の治水面の問題は解決されず、洪水が繰り返されるなか明治40
年（1907）には大水害が発生し、しだいに地域住民は問題解決に向けた運動を起こすようになり
ます。そして、同43年には関東平野一円を巨大な湖に変えた大水害を契機として、国は首都・東
京を守るべく川口・岩淵間から荒川放水路（現在の荒川）を開削する一大プロジェクトを立案す
るなど、荒川水系全体にかかわる大改修に取組み始めます。

荒川支流の芝川も河川改修の対象となり、大正10年（1921）には門樋橋より東へ新水路開削工
事が着工され、荒川放水路への付け替えが実施されます。同13年、この事業は南

みなみ

平
ひら

柳
やなぎ

村（現在の
南
なん

平
ぺい

地区）村長・田中德兵衞を代表とする功労者によって成し遂げられ、記念として芝川水門碑が
建てられました。これによって芝川河口は下流の領

りょう

家
け

に移り147年ぶりに芝川に水門が設けられ、
従来の河口部は洪水時の排水路として残されました。

芝川水門　大正13年築造
当時の川口鋳物業は舟運によって支えられていたため、通船に支障の
ないよう配慮がされました。（『芝川筋用排水改修工事概要』より転載）

芝川旧水路と新水路
昭和 24 年撮影米軍航空写真を基に作成

4代目・田中德兵衞（1875-1947）
芝川舟運を利用した味噌醸造業・材木商によって栄えた地域有力者。
前村長・倉田源十郎から芝川改修事業を引き継ぎました。

芝川水門碑

旧田中家住宅

川
芝

門樋橋

路
水
旧

新河岸川

隅田川
( 旧荒川）

荒川（荒川放水路）

芝川水門

新水路

旧荒川堤防

荒川堤防

国道 122号線

後のエルザタワー

本町ロータリー

芝川堤防

荒川堤防
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新
し ん

芝
し ば

川
か わ

の開削と狩
か

野
の

川
が わ

台風
大正時代、工業都市として成長をみせていた川口町（中央地区）では市街地が急拡大するなか、

新たな工場地帯が求められていました。その折、荒川放水路の開削にともない新造された荒川の
堤防は、従来の荒川河川敷を堤内に変え、南平柳村（南平地区）に手付かずの土地を誕生させてい
ました。鋳物工場は荒川堤内の舟運にも便利な芝川の新水路沿いに進出を始めますが、芝川水門
によって荒川からの逆流を心配する必要がなくなったとはいえ、荒川堤内の内

ない

水
すい

（芝川の洪水）問
題は依然解決されておらず、キューポラなどの炉をもつ鋳物工場の脅威となっていました。また、
工場や人口の増加は地下水の汲み上げに拍車をかけ、その結果引き起こされた地盤沈下は頻繁に
氾濫する芝川の洪水問題を深刻にしていました。

そのため昭和14年（1939）になると、芝川の流れを川口の中心から迂回させる芝川放水路の開
削が計画されます。工事は戦前から着手され、戦時中に中断するとしばらく進捗はありませんで
したが、昭和33年9月に襲った狩野川台風（台風22号）が転機となりました。

昭和33年の大洪水は、明治43年（1910）以来の甚大な被害をもたらし、500余りの鋳物工場
をふくめた市内の90％以上を浸水させ、浸水家屋2万9,256戸、罹

り

災
さい

者
しゃ

13万8,000人、被災額3
億3,370万円を計上し、被災者からは芝川放水路が完成していればと悔やむ声が上げられました。
この後、放水路によって南北に分断される鳩ヶ谷町（鳩ヶ谷地区）を中心に反対運動も起こりまし
たが、放水路の工事は本格的に再開され、昭和40年に領家水門が通水、ここに工事期間10年と20
億7,000万円を費やした新芝川（芝川放水路）が完成しました。

「芝川はんらん全市に浸水」　昭和33年　埼玉新聞
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親しみある水辺空間をめざして
芝川は川口市をつらぬく母なる川です。昔は、魚捕りや水泳など水辺の遊びを子どもは教わり、

舟運の仕事や祭の場を大人は与えてもらっていました。ひと昔前には、川沿いに面して商店が
立ち並ぶ光景が見られましたが、昭和40年代に芝川の河川改修が進められ、水路の拡幅、川底の
浚

しゅん

渫
せつ

、堤防の新造によって芝川の景観は大きく変わりました。川沿いの家や道は堤防の下になり、
高く築かれた堤防は人の意識に川との壁を築きました。河川改修は治水上必要なことですが、経
済成長が続き、くらしが豊かになるにつれて、人々は汚水を川に垂れ流すなど急激な川離れをは
じめました。

現在ではかつての反省から従来の治水一辺倒の河川改修を見直し、旧
きゅう

芝
しば

川
かわ

再生事業にみられる、
人と川との関係も大切にする親

しん

水
すい

の考え方が重視されています。非常時には遊水地として治水の
機能を果たしながら普段は散歩が楽しめる芝川第一調節池。芝川・新芝川の堤防上に敷かれ汗を
流すことができる芝川サイクリングロード。川口元郷駅近くの芝川公園や旧芝川の新水路の土手
には、安

あん

行
ぎょう

桜
ざくら

や五
ご

色
しき

桜
ざくら

が植えられ、春には人々の目を楽しませています。
昭和30年代半ばに舟運が廃れると、船は馴染みの薄いものに変わりましたが、新芝川の一角に

は現代版の船着場として芝川マリーナが整備されレジャー用の船が整列しています。また、舟運
の記憶は芝川に架かる橋のデザインに取り入れられ、橋名の由来には村名、字

あざ

、寺社、人物など地
域に縁のある名称があり、地域の歴史を今に伝えています。現在、鳩ヶ谷・青木の両地区を結ぶ新
たな橋が架設中で、両岸の市民の新たな交流の場がつくられようとしていますが、今後も歴史と
自然をあわせ持つ親しみある水辺空間をめざして、郷土の川・芝川は川口市とともに発展して行
くことでしょう。

舟運、治水、そして親水へ

（左）昭和28年、（右）平成29年撮影。画像左側が鳩ヶ谷地区里、右側が青木地区上青木。現在、里上青木線橋梁を架設中。

（左）昭和45年、（右）平成29年撮影。画像左側が鳩ヶ谷地区辻、右側が青木地区上青木。奥に見えるのは青木水門。
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